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・論文審査の要旨 
緒方敏明は昭和 53 年 3 月に九州歯科技術専門学校を卒業した後，同年 4
月より長崎大学医学部附属病院第一歯科口腔外科に歯科技工士として勤
務した。昭和 55 年に第二歯科口腔外科に，昭和 57 年歯学部附属病院の開
院とともに中央技工室に配置転換され現在に至っている。平成 13 年 10 月
長崎大学大学院歯学研究科に入学（社会人特別選抜）し，定められた期間
に選択必修科目の主科目（歯科材料工学特論）と副科目（咬合運動学特論）
を，さらに必修科目 1 科目と選択科目 5 科目を履修し，合計 32 単位を修
得した。平成 16 年 11 月 12 日，学位論文の基礎となる研究要旨及び経過
を歯学研究科が主催した研究経過報告会で発表した。また，研究科が実施




研究科教授会は，これを平成 17 年 7 月 21 日の定例委員会に付議し，論文
の要旨ならびに申請の資格等を検討した結果，受理して差し支えないもの
と認めたので，上記 4 名の審査委員を選定した。審査委員は，共同で論文
の内容を慎重に審査し，平成 17 年 8 月 11 日に申請者から研究内容の報告
を受けた後，試問を行い，下記の論文審査の結果ならびに最終試験の結果










た。Ti－Zr2 元合金と 3 種類の Ti－Zr－Sn3 元合金を試作した。2 元合金は
平衡状態図で溶融温度が最も低くなる Ti－55mass%Zr とした。その 2 元合
金における Ti の一部を 3,6,9mass%の Sn で置換した 3 種類の合金を作製し
た。試作した合金を用いて，鋳造性を評価するために 20×20×0.3mm の正
方形シートワックスの下半分に 1.4mm 厚の三角形のパラフィンワックスを
接着剤で重ね合わせた板状と，一枡が 2.5×2.5mm の網目状を 21×21mm の






















観点から 6%Sn 合金が最も優れていることが明らかになった。  
上記審査委員会は本研究で得られた知見は今後の歯科鋳造用合金として
有望であり，歯学の進歩に貢献するものと評価し，本論文が博士（歯学）
の学位論文に値するものと認めた。  
 
